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海馬に形成された、ささいな日常の記憶の多くは1日で忘れられますが、直前や直後に新奇な体験をとも

なうと忘れにくくなることが知られています。最近の私達の研究により、新奇な環境体験により活性化す

る青斑核から海馬へのドーパミンの供給が、通常忘れ去られる日常の記憶を長期記憶へと変換させるゲー

トとして働いている可能性をあきらかにしました（Takeuchi et al. Nature 2016）。また、腹側被蓋野から

海馬へのドーパミンの供給は、報酬に関連した新奇性により活性化し、記憶の保持を修飾している可能性

が示唆されました（Yamasaki and Takeuchi Neural Plasticity 2017）。
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